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文
〉
明
治
・
大
正
期
の
漢
文
科
存
廃
論
争
と
そ
の
意
義
ー
ー
国
体
論
の
視
点
か
ら
|
|
序
ー
ー
漢
文
弘
=事
と
時
代
と
の
関
わ
り
明
治
期
漢
文
科
存
廃
論
争
は
、
近
世
以
来
筆
頭
教
科
た
る
地
位
の
生
き
残
内
を
賭
け
た
漢
文
側
と
、
国
民
教
育
と
し
て
の
国
語
を
徹
底
す
る
こ
と
で
近
代
国
家
を
築
こ
う
と
す
る
文
部
省
側
と
の
闘
い
で
あ
っ
た
。
漢
文
は
、
明
治
初
期
に
は
国
字
論
争
や
言
文
一
致
運
動
か
ら
批
判
さ
れ
て
き
た
も
の
の
、
儒
内
T
乞
中
心
と
し
た
基
盤
は
揺
る
が
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
日
清
戦
争
、
日
露
戦
争
の
勝
利
の
後
、
実
業
教
育
に
重
点
を
置
い
た
国
語
の
必
要
が
叫
ば
れ
、
次
第
に
漢
文
廃
止
論
が
盛
り
上
が
り
、
一
二
三
年
一
一
一
月
に
は
、
旧
制
中
学
の
国
語
漢
文
科
を
「
国
語
科
」
に
改
称
す
る
と
い
、
っ
案
が
文
部
省
か
ら
諮
問
に
出
さ
れ
た
。
し
か
し
、
漢
文
は
実
用
に
必
要
で
あ
り
、
徳
性
の
酒
養
に
も
適
す
る
と
す
る
漢
川
{主
告
の
反
対
運
動
に
よ
っ
て
か
ろ
う
じ
て
残
っ
た
。
三
六
年
に
国
語
と
漢
文
が
対
等
の
位
置
を
有
す
る
と
確
認
さ
れ
た
も
の
の
、
筆
頭
教
科
と
し
て
の
地
位
は
自
ず
と
下
が
っ
た
。
石
'慎
毛
大
正
期
に
入
り
、
国
体
論
の
確
立
と
と
も
に
、
漢
文
の
儒
学
教
材
、
国
体
教
材
の
持
つ
力
が
見
直
さ
れ
、
漢
文
の
必
要
性
は
定
着
し
て
い
っ
た
か
の
よ
う
に
見
え
た
が
、
中
学
生
の
増
大
や
受
験
の
過
酷
さ
か
ら
学
制
論
議
が
盛
ん
に
な
り
、
臨
時
整
同
会
議
が
大
正
六
年
九
月
に
発
足
す
る
と
、
中
等
普
通
教
育
の
検
討
も
叫
ば
れ
、
大
正
七
年
、
上
回
万
年
が
中
学
校
漢
文
科
廃
止
を
提
唱
し
た
の
を
皮
切
り
に
漢
文
廃
止
説
が
再
び
広
ま
っ
た
。
さ
ら
に
、
一
二
年
五
月
、
文
部
省
は
全
国
中
学
校
長
会
議
か
ら
「
漢
文
科
の
名
称
を
廃
し
て
国
語
科
に
併
せ
、
か
つ
第
三
学
年
よ
り
漢
文
を
始
め
る
」
と
い
う
答
申
を
受
け
、
ま
た
も
や
漢
文
側
を
刺
激
す
る
結
果
と
な
っ
た
。
論
点
は
、
教
科
名
か
ら
「
漢
茎
を
削
除
し
「
国
語
科
」
と
す
る
か
ど
う
か
と
い
う
年
来
の
謀
題
と
、
漢
文
の
総
授
業
数
を
減
ら
す
か
、
減
ら
す
な
ら
一
学
年
を
や
ら
な
い
で
よ
い
か
、
の
二
点
で
あ
っ
た
。
漢
文
は
近
代
に
お
け
る
学
校
教
育
の
中
で
、
自
然
科
学
の
側
か
ら
は
科
学
的
整
円
の
障
碍
と
目
さ
れ
、
身
内
で
あ
る
塁
間
の
側
か
ら
は
外
国
語
・
外
国
- 44一
文
化
だ
と
批
判
さ
れ
る
一
方
、
明
治
三
O
年
頃
か
ら
の
国
体
論
や
四
0
年
代
の
国
民
道
徳
論
が
高
ま
っ
て
く
る
と
、
思
想
塾
育
に
お
け
る
査
幼
性
か
ら
漢
文
は
真
っ
先
に
利
用
さ
れ
て
き
た
。
漢
文
は
常
に
時
代
に
翻
弄
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。
論
争
に
焦
点
を
当
て
た
先
行
研
究
に
は
、
打
越
孝
明
「
中
学
校
漢
文
科
存
廃
問
題
と
止
一
昨
三
浦
叶
『明
治
の
諸
島
北
」、
田
坂
文
穂
「
明
治
期
漢
文
科
教
育
の
意
義
と
限
界
」
が
あ
る
。
い
ず
れ
も
明
治
三
一
一
一
年
前
後
の
存
廃
論
争
に
言
及
し
て
お
り
、
打
越
は
世
論
の
支
持
を
背
景
と
し
た
存
置
派
の
勝
利
と
捉
え
、
三
浦
は
事
実
関
係
を
主
と
し
て
述
べ
る
に
留
ま
り
、
田
坂
は
論
争
が
国
語
国
字
問
題
に
埋
没
し
た
と
考
え
る
。
い
ず
れ
も
大
正
期
の
そ
れ
に
は
触
れ
て
い
な
い
の
で
、
本
論
孜
で
は
、
明
治
後
期
か
ら
大
正
期
に
わ
た
る
存
廃
論
争
を
、
固
ま
耐
の
視
点
か
ら
、
時
代
と
の
関
わ
り
の
中
で
術
服
し
て
み
た
い
と
考
え
て
い
る
。
な
お
、
国
字
論
争
や
言
文
一
致
運
動
の
一
部
と
し
て
出
さ
れ
て
い
る
漢
牢
廃
止
論
と
漢
字
廃
止
か
ら
来
る
漢
文
廃
止
論
は
こ
こ
で
は
区
別
し
、
漢
文
廃
止
論
も
し
く
は
存
置
論
に
焦
点
を
当
て
た
も
の
に
絞
っ
た
。
井
上
毅
と
上
回
万
年
の
漢
文
観
明
治
二
O
年
に
入
る
と
、
極
端
な
欧
化
主
義
の
反
動
と
し
て
、
国
家
や
国
民
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
取
り
戻
そ
う
と
す
る
動
き
が
各
一心
に
な
っ
た
。
欧
化
思
相
、
γτ
受
け
入
れ
な
が
ら
も
、
白
本
人
の
民
族
的
自
覚
を
保
と
う
と
す
る
も
の
で
、
単
な
る
自
国
至
上
主
義
や
排
外
主
義
と
は
一
線
を
画
し
て
い
た
。
徳
富
蘇
峰
の
『国
民
之
友
』
、
志
賀
重
昂
ら
の
『
日
本
人
』
、
陵
鶏
南
の
『
日
本
」
な
ど
が
そ
の
表
れ
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
二
四
、
五
年
に
な
る
と
、
教
育
勅
語
と
キ
リ
ス
ト
教
と
の
衝
突
が
頻
発
し
、
西
欧
近
代
思
想
や
儒
教
と
い
う
中
国
思
相
・
山
な
ど
の
も
の
ま
ね
で
な
く
日
本
独
自
の
国
体
を
築
こ
う
と
す
る
機
運
が
高
ま
っ
て
き
た
。
そ
う
し
た
中
で
、
文
部
省
の
方
針
ひ
い
て
は
明
治
国
家
の
指
針
を
明
確
に
打
ち
出
し
た
の
が
井
上
毅
で
あ
る
。
井
上
毅
は
伊
藤
博
文
に
線
密
閉
さ
れ
て
文
相
に
就
任
す
る
や
、
多
く
の
改
革
に
着
手
し
た
。
井
上
は
漢
文
を
一
切
不
要
と
も
言
つ
て
な
い
し
、
書
き
下
し
文
に
よ
る
指
導
で
十
分
だ
と
も
断
言
し
て
い
な
い
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
漢
文
整
同
は
語
家
や
文
体
を
磨
く
上
で
有
効
な
の
は
勿
論
の
こ
と
、
道
徳
整
同
に
も
不
可
欠
だ
と
す
る
。
好
ま
し
く
な
い
の
は
、
漢
文
が
国
語
と
し
て
の
地
位
を
千
年
以
上
も
占
め
て
き
た
こ
と
で
あ
り
、
一
般
日
本
人
が
実
際
に
用
い
る
真
の
国
語
が
存
在
し
な
い
こ
と
だ
と
言
う
。
国
力
増
強
に
は
、
何
よ
り
も
実
用
的
で
統
一
さ
れ
た
匝
語
が
必
要
で
あ
り
、
そ
の
国
語
に
よ
っ
て
科
学
的
知
識
と
国
民
と
し
て
の
忠
誠
心
を
養
お
う
と
考
え
て
い
た
。
「
国
文
ヲ
主
ト
シ
テ
漢
字
漢
文
ヲ
客
ト
セ
ン
コ
ト
ヲ
主
義
ト
セ
子
パ
ナ
ラ
ヌ
」
と
主
張
す
る
の
は
、
漢
文
が
国
文
よ
り
上
位
を
占
め
る
こ
と
を
憂
え
て
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
漢
文
に
つ
い
て
は
「
支
那
ノ
経
学
(
近
時
ノ
諾
ニ
テ
哲
学
)
ハ
道
徳
ノ
為
ニ
必
要
ナ
リ
」
(
前
掲
書
)
と
倫
理
教
育
的
側
面
を
強
調
し
、
『
中
庸
』
の
朱
系
注
「
天
命
之
謂
性
、
率
性
之
諸
道
、
修
道
之
諸
道
」
に
潜
む
思
想
を
古
全
東
西
群
を
抜
く
哲
学
だ
と
礼
賛
す
る
。
こ
の
よ
う
な
井
上
の
漢
文
観
は
、
そ
の
奥
に
、
実
業
教
育
と
国
語
教
育
と
愛
国
心
教
育
の
三
位
一
体
に
支
え
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
三
者
の
上
位
に
国
体
の
護
持
と
い
う
理
念
が
あ
り
、
国
家
の
存
亡
と
い
う
危
機
意
識
が
一
一
一
者
を
緊
密
に
一
本
化
し
て
い
た
。
日
本
人
に
共
通
の
言
語
を
決
め
る
こ
と
は
、
維
新
前
夜
ま
で
国
{
霊
識
を
持
た
な
い
ま
ま
過
ご
し
て
き
た
日
本
人
に
対
し
て
一
体
感
を
付
与
す
る
だ
け
で
な
く
、
実
業
教
育
を
拡
大
し、
愛
国
心
を
養
成
す
- 45-
る
た
め
の
、
い
わ
ば
一
石
三
鳥
の
必
要
条
件
で
あ
っ
た
。
井
上
が
皇
国
言
と
題
す
る
著
作
を
計
画
し
て
い
た
こ
と
を
、
小
中
担
義
象
が
梧
陰
存
稿
に
「
第
一
章
一
国
に
於
る
言
語
は
そ
の
建
国
の
本
質
に
し
て
国
の
独
立
に
密
着
の
関
係
を
有
す
る
事
第
二
章
皇
国
言
の
固
有
の
性
質
そ
の
優
美
そ
の
変
化
活
動
の
支
那
語
に
優
り
欧
語
に
お
と
ら
さ
る
事
第
一
一
章
他
国
を
占
領
す
?と
る
に
は
先
っ
そ
の
国
語
を
変
化
せ
し
む
る
こ
と
兵
略
の
要
訣
な
る
事
」
と
記
し
て
い
る
。
井
上
に
と
っ
て
日
本
人
と
し
て
の
国
語
を
持
つ
と
い
う
こ
と
は
、
「
国
民
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
形
成
の
か
な
め
を
国
体
に
求
め
、
国
体
の
構
成
要
素
と
し
て
の
母
国
語
と
民
族
の
歴
史
の
問
題
を
、
整
宵
問
題
と
し
て
解
決
し
よ
う
と
し
(む
」
も
の
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
井
上
の
死
後
三
、
四
年
し
て
現
れ
た
上
田
万
年
は
、
「
其
国
語
と
い
へ
る
者
は
、
我
等
日
本
人
に
取
り
て
は
、
皇
室
の
藩
扉
た
り
」
と
い
、
2
言
葉
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
井
上
毅
と
酷
似
し
た
国
家
観
を
持
つ
。
上
回
は
漢
字
廃
止
論
者
の
中
心
人
物
で
あ
っ
た
た
め
、
漢
文
廃
止
論
者
の
筆
頭
と
目
さ
れ
て
お
り
、
中
等
教
育
漢
文
科
の
不
要
、
漢
字
の
段
階
的
改
定
と
ロ
ー
マ
字
化
を
主
張
す
る
が
、
漢
文
自
体
の
廃
止
論
に
つ
い
て
は
、
慎
重
に
言
葉
を
選
、
び
、
形
跡
を
残
し
て
い
な
い
。
漢
学
者
に
対
し
て
は
、
日
本
よ
り
中
国
を
使
先
し
て
い
る
、
実
生
活
上
の
知
識
を
有
し
て
い
な
い
、
言
行
一
致
と
叫
び
な
が
ら
私
生
活
で
は
勝
手
な
こ
と
を
し
て
い
る
と
批
判
し
て
い
る
が
、
一
方
で
は
、
「
新
島
一
」
が
哲
学
再
興
の
方
向
で
勃
興
し
、
日
本
が
世
界
の
杢
一示
と
な
る
こ
と
を
願
う
の
で
あ
る
。
私
は
こ
こ
で
、
上
回
が
「
新
漢
学
」
と
い
、
ユ
衣
現
を
用
い
て
い
る
こ
と
に
注
目
す
る
。
先
に
、
上
回
が
漢
文
整
同
そ
の
も
の
ま
で
も
否
定
し
て
い
な
い
と
述
べ
た
が
、
こ
の
用
語
に
も
そ
れ
が
言
え
る
。
「
そ
の
点
(
す
意
思
想
、
実
業
思
想
、
海
事
思
想
、
科
学
思
想
、
文
学
思
想
、
宗
教
思
想
の
六
項
目
l
引
用
者
注
)
を
充
分
教
へ
き
っ
て
後
な
ら
、
其
の
他
の
(9
}
 
事
を
教
へ
て
も
差
し
支
へ
な
い
」
と
も
語
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
要
す
る
に
、
中
学
校
で
は
、
国
語
科
か
ら
独
立
し
た
漢
文
科
の
存
在
は
無
用
で
あ
り
、
漢
文
科
を
廃
し
て
国
語
科
の
中
で
漢
文
教
育
を
行
い
、
必
要
最
小
限
度
の
教
材
を
、
書
き
下
し
文
と
い
う
形
で
、
系
統
的
に
配
列
す
べ
き
だ
、
と
一
言
う
の
で
あ
る
。
井
上
に
も
上
田
に
も
共
通
す
る
の
は
、
日
本
人
を
国
語
に
よ
っ
て
統
一
し
、
民
族
と
し
て
の
一
体
成
宮
乞
得
さ
せ
よ
う
と
す
る
国
語
観
だ
け
で
な
く
、
漢
文
の
内
容
が
儒
学
や
武
士
道
な
ど
国
体
を
養
成
す
る
の
に
適
し
て
い
る
と
す
る
見
方
で
あ
っ
た
。
異
な
る
の
は
、
井
上
が
漢
文
の
持
つ
儒
教
的
内
容
や
当
時
の
指
導
法
を
積
極
的
に
評
価
し
て
い
た
の
に
対
し
、
上
回
は
国
体
論
に
合
致
す
る
内
容
の
み
評
価
し
、
当
時
の
指
導
法
や
教
師
を
ほ
ぼ
全
面
的
に
否
定
し
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
国
語
科
の
存
立
が
国
民
塾
育
に
不
可
欠
で
あ
る
と
す
る
固
ま
削
的
国
語
観
が
広
ま
っ
て
く
る
と
、
漢
文
存
廃
品
-T団
体
論
的
色
彩
が
(叩
)
濃
く
な
っ
て
き
た
。
- 46一
明
治
三
0
年
代
の
論
争
明
治
コ
二
年
二
月
に
藤
岡
勝
二、
岡
田
正
美
、
保
科
孝
一
の
三
人
が
文
部
省
図
書
課
の
嘱
託
と
な
っ
て
国
語
国
字
問
題
の
調
査
に
当
た
り
、
七
月
に
は
、
「
国
字
調
査
会
」
が
発
足
し
た
。
三
二
年
九
月
に
は
原
敬
が
「
教
育
方
針
と
漢
字
減
芝
を
接
説
、
三
二
年
九
月
に
は
帝
国
教
育
会
に
「
国
字
改
良
部
」
が
設
置
さ
れ
た
。
読
売
新
聞
は
「
明
治
三
十
三
年
と
第
二
十
世
紀
」
(
明
三
一ニ
・
一
・
こ
と
題
す
る
社
説
を
掲
げ
、
新
聞
で
初
め
て
「
で
あ
る
-調
」
を
採
用
す
る
と
と
も
に
、
一
一
月
五
日
、
二
一
目
、
二
六
日
、
二
一
月
一
七
日
の
四
回
に
わ
た
っ
て
「
文
部
省
の
中
学
校
教
授
細
目
と
国
語
漢
文
科
」
を
掲
載
し
て
、
国
語
授
業
時
間
を
週
七
か
ら
六
に
減
じ
た
の
は
お
か
し
い
、
漢
文
は
ほ
ん
の
手
ほ
ど
き
程
度
で
十
分
だ
と
し
、
国
語
尊
重
の
立
場
を
鮮
明
に
し
た
。
一
方
、
新
聞
「
日
本
」
は
文
部
省
案
反
対
の
説
を
連
載
し
(
一
一
一
月
五
日
1
一
一
六
日
)
、
一
二
月
九
日
の
『日
出
新
聞
』
は
「
漢
文
科
廃
止
の
議」
を
掲
載
し
、
一
般
教
育
で
は
漢
字
駆
逐
を
望
む
が
、
中
等
以
上
で
は
必
要
だ
と
し
た
。
雑
誌
『東
洋
哲
学
」、
『東
亜
学
会
雑
誌
』
で
は
漢
文
擁
護
論
を
展
開
し
、
内
側
か
ら
の
刷
新
を
訴
え
た
。
こ
う
し
た
世
論
を
二
分
す
る
中
で
、
第
五
回
高
等
教
育
会
議
が
一
一
一
月
開
か
れ
た
。
漢
文
及
、
ぴ
習
{
壬
乞
「
国
語
」
の
中
に
含
め
た
い
と
す
る
文
部
省
の
諮
問
案
の
う
ち
、
中
学
校
に
つ
い
て
が
原
案
可
決
。
だ
が
、
師
範
学
校
で
は
予
科
、
本
科
と
も
に
原
案
が
通
ら
ず
現
状
の
ま
ま
、
高
等
女
学
校
で
は
中
学
校
と
同
様
、
漢
文
科
が
削
除
と
い
う
不
統
一
の
結
果
と
な
っ
た
。
文
部
省
は
答
申
を
受
け
て
漢
文
科
名
廃
止
を
内
定
し
た
が
、
漢
学
者
ら
は
猛
反
発
し
た
。
(そ
の
様
子
は
『斯
文
六
十
年
皐
に
詳
し
い
。)
雑
誌
『太
陽
』
で
大
町
佳
月
)が
、
文
部
省
の
決
議
の
一
貫
し
な
い
こ
と
や
両
科
の
併
立
の
無
理
を
突
い
た
。こ
の
頃
は
、
正
岡
子
規
、
高
浜
虚
子
ら
が
写
生
文
を
提
唱
、
あ
り
の
ま
ま
に
書
く
こ
と
を
推
奨
し
た
時
期
で
も
あ
っ
た
。
読
売
新
聞
で
は
、
三
四
年
一
月
、
社
説
や
高
橋
龍
雄
ら
の
文
部
省
案
賛
成
説
を
載
せ
た
。
高
橋
龍
雄
は
儒
教
が
禅
譲
や
放
伐
を
勧
め
て
い
る
こ
と
を
批
判
し
、
儒
教
尊
重
論
の
急
所
を
突
い
桟
。
雑
誌
『整
門
学
術
互
の
社
説
は
、
週
数
回
で
人
物
養
成
は
不
可
で
あ
る
と
し
、
国
語
科
と
し
て
の
漢
文
で
十
分
だ
と
し
的
。
ま
た
、
『教
育
時
諮問』
編
集
子
は
、
国
民
一
般
の
学
問
と
し
て
必
要
な
く
、
文
部
省
の
段
階
的
削
除
に
賛
成
を
示
し
た
}。
こ
の
ま
ま
で
は
形
勢
利
あ
ら
ず
と
し
て
、
漢
μ孟
也
ら
は
井
上
円
了
の
呼
び
掛
け
に
呼
忌
し
て
、
漢
学
廃
止
の
反
対
運
動
を
演
説
会
で
気
勢
を
挙
げ
た
り
請
願
書
を
通
知
す
る
な
ど
の
示
威
行
動
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、
文
部
省
は
譲
歩
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
り
、
三
四
年
一一一
月
「
中
学
校
令
施
行
規
則
」
で
漢
文
科
名
廃
止
を
見
合
わ
せ
た
。
高
等
女
学
校
で
は
「
国
語
科
」
と
改
称
、
不
統
一
を
生
じ
、
菊
池
大
麓
大
学
総
長
と
沢
柳
政
次
堅
固
通
学
務
局
長
と
の
間
で
論
争
を
生
ん
だ
が
、
決
着
は
付
か
ず
、
火
種
を
残
す
と
こ
ろ
と
な
っ
た
。
三
五
年
一
一
一
月
、
山
川
健
次
郎
が
再
び
「
中
学
校
漢
文
全
廃
論
」
に
て
廃
止
静
乞
打
ち
出
し
た
時
に
は
、
文
部
省
は
存
続
に
決
し
て
い
た
。
帝
国
教
育
会
の
漢
文
教
授
法
協
議
会
が
高
等
整
再
会
議
で
可
決
し
た
建
議
案
を
見
送
り
、
読
士
市
議
聞
に
「
文
部
の
当
局
者
ハ
此
案
に
反
対
な
れ
パ
一
績
の
建
議
案
位
に
て
ハ
容
易
に
現
制
を
変
更
せ
ざ
る
べ
し
」
(
明
三
五
・
ご
一
・
七
)
と
記
さ
れ
た
よ
う
に
、
文
部
省
は
建
議
案
を
黙
視
す
る
方
針
を
と
っ
た
。
こ
の
こ
と
は、
「高
等
教
育
会
議
速
記
録
第
七
回
』
(
明
三
五
・
一二
)
の
岡
田
総
務
長
官
の
発
言
に
お
い
て
、
漢
文
は
必
要
か
と
の
再
質
問
に
対
し
、
建
議
案
賛
成
(
漢
文
科
不
要
)
の
立
場
を
取
り
な
が
ら
も
「
現
今
ハ
必
要
ト
認
メ
テ
差
支
ア
リ
マ
セ
ヌ
」
と
漢
文
を
認
め
て
い
る
こ
と
や
、
岡
田
総
務
長
官
が
漢
文
は
必
要
だ
と
答
弁
す
る
度
に
「
現
今
ハ
」
と
い
う
語
で
限
定
を
加
え
て
い
る
(日
)
こ
と
か
ら
も
推
察
で
き
る
。
建
議
案
に
賛
成
し
た
の
は
「
二
六
新
報
」
、
反
対
し
た
の
は
、
三
三
年
の
時
と
同
様
『
東
洋
哲
学
』
で
あ
っ
活
。
反
応
は
二
年
前
に
比
し
乏
し
か
っ
た
。
三
五
、
六
年
当
時
は
、
哲
学
館
事
件
、
教
科
書
疑
撃
事
件
が
相
次
ぎ
、
文
部
省
が
対
応
に
追
わ
れ
て
い
た
こ
と
と
、
こ
の
頃
、
御
車
彩
事
件
が
相
次
ぎ
、
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「
不
敬
」
「
国
防
色
な
ど
の
言
葉
が
流
行
し
始
め
、
世
の
中
が
国
体
論
に
傾
い
て
い
た
。
国
体
論
の
構
築
に
漢
文
の
内
容
は
不
可
欠
と
の
認
識
が
広
ま
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。
帝
国
教
育
会
に
「
漢
文
教
授
法
研
究
部
」
設
置
さ
れ
、
三
六
年
七
月
、
漢
文
科
は
国
語
科
と
対
等
で
あ
る
と
確
認
さ
れ
、
こ
こ
に
論
争
は
一
応
の
決
着
を
み
た
の
で
あ
る
。
概
し
て
、
三
0
年
代
の
存
廃
論
は
い
ず
れ
に
し
て
も
国
埜
耐
か
ら
の
視
点
に
立
つ
も
の
が
際
だ
つ
。
三
O
年
前
後
は
、
単
に
言
文
一
致
と
か
国
民
全
体
の
共
通
語
を
作
る
と
い
う
視
点
、
だ
け
で
な
く
、
国
体
論
と
し
て
日
本
独
自
の
言
語
を
持
つ
こ
と
が
近
代
先
進
国
と
し
て
必
須
だ
と
い
う
国
体
論
が
強
ま
っ
て
き
た
と
き
早
え
る
が
、
三
五
、
六
年
以
降
は
、
文
部
省
が
存
置
の
方
針
を
回
め
た
こ
と
と
、
漢
文
の
内
容
が
国
体
論
の
形
成
に
大
き
く
寄
与
し
て
い
る
と
い
う
現
実
が
見
直
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
孟
子
が
禅
譲
や
放
伐
を
肯
定
し
て
い
る
こ
と
が
国
変
嗣
に
適
さ
な
い
と
す
る
考
え
も
井
上
毅
以
来
次
第
に
{
茎
君
し
、
四
0
年
代
の
国
民
道
徳
論
の
盛
り
上
が
り
と
相
侠
っ
て
、
国
体
論
が
儒
教
中
心
で
は
な
く
水
戸
学
中
心
の
も
の
へ
移
行
し
て
い
っ
た
。
四
大
正
期
の
存
廃
論
争
大
正
期
の
整
同
を
考
え
る
に
当
た
っ
て
、
大
正
四
年
十
二
月
に
大
正
天
皇
が
文
相
高
田
早
苗
に
下
賜
し
た
「
教
育
に
関
す
る
御
沙
汰
書
」
を
抑
え
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
こ
れ
は
、
明
治
二
三
年
に
明
治
天
皇
が
下
賜
し
た
教
育
勅
語
を
大
正
天
皇
自
ら
も
そ
の
御
遺
志
を
奉
じ
て
(
「
朕
遺
緒
ヲ
紹
述
、ンテ」)、
益
々
そ
の
振
興
を
図
り
た
い
と
す
る
仰
せ
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
政
治
や
教
育
が
あ
く
ま
で
も
「
御
沙
汰
書
」
の
下
位
に
存
在
す
る
を
意
味
し
、
政
治
や
整
円
が
無
条
件
に
唱
え
ら
れ
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
臨
時
教
育
会
議
に
お
け
る
奮
貝
の
発
言
が
大
和
魂
の
強
化
と
国
民
皆
兵
を
強
調
し
た
こ
と
で
も
分
か
る
。
小
学
校
の
義
務
教
育
が
六
年
か
ら
八
年
に
延
長
す
る
こ
と
の
護
官
、
兵
式
体
操
を
振
興
す
る
建
議
も
、
ま
さ
に
国
民
皆
兵
と
い
う
観
点
で
の
国
民
教
育
を
目
指
そ
う
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
大
方
針
の
上
に
、
工
業
教
育
の
充
実
と
高
級
技
術
者
の
養
成
が
急
務
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
は
、
沢
柳
政
太
郎
が
「
こ
こ
に
於
て
は
注
意
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
事
は
、
日
本
の
対
支
那
、
対
印
度
政
策
を
一
斉
に
列
国
が
圧
迫
し
て
来
る
に
違
い
な
い
か
ら
、
撃
守
国
民
は
今
日
よ
り
其
の
大
打
撃
、
大
圧
迫
に
備
へ
る
だ
け
の
用
意
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
(制
。」
と
緊
迫
し
て
述
べ
た
こ
と
に
奇
し
く
も
表
れ
て
い
る
よ
う
に
、
い
か
な
る
国
家
リ
ー
ダ
ー
た
ち
も
「
初
め
に
国
体
あ
り
き
」
と
す
る
思
考
方
法
し
か
取
れ
な
く
な
っ
て
い
た
。
大
正
九
年
一
月
、
ロ
シ
ア
革
命
の
成
功
に
憂
慮
し
た
山
県
有
朋
が
原
首
相
ら
に
「
帝
国
ノ
前
途
夫
レ
危
キ
哉
」
「
根
底
ト
ス
ル
所
ノ
モ
ノ
ハ
教
育
ノ
一
事
ナ
リ
」
と
送
っ
た
書
簡
に
よ
っ
て
、
国
体
弘
耐
の
反
対
者
を
抑
え
込
む
方
向
に
決
し
た
か
ら
で
あ
っ
た
。
大
正
期
の
漢
文
存
廃
論
争
は
、
七
、
八
年
を
ピ
1
ク
に
す
る
中
期
の
も
の
と
、
十
て
十
二
年
を
ピ
l
ク
に
す
る
末
期
の
も
の
と
の
こ
つ
あ
る
。
中
期
の
も
の
は
、
上
田
万
年
が
中
学
校
の
漢
文
は
割
訳
で
十
分
と
い
う
持
論
を
繰
り
返
し
た
の
が
き
っ
か
け
で
あ
っ
た
。
こ
の
期
の
論
争
は
、
臨
時
整
同
会
議
が
ス
タ
ー
ト
し
て
か
ら
ま
だ
半
年
も
経
た
な
い
特
に
岡
田
良
平
文
部
大
臣
が
明
治
後
期
以
来
の
山
積
す
る
学
制
問
題
を
打
開
し
よ
う
と
し
て
、
小
学
教
育
や
高
等
普
通
整
育
に
つ
い
て
の
諮
問
を
次
々
と
行
い
、
中
学
校
教
授
要
百
を
改
正
し
た
い
と
す
る
時
期
に
当
た
っ
て
い
た
。
つ
ま
り
、
文
部
省
は
、
西
欧
に
比
し
長
い
男
子
の
高
等
普
通
教
育
の
年
限
を
何
と
か
短
縮
し
た
か
っ
た
の
- 48一
で
あ
る
。
そ
の
辺
り
の
事
情
が
、
文
部
大
臣
岡
田
良
平
の
高
等
普
通
整
育
に
関
す
る
諮
問
案
の
提
示
説
明
「
例
へ
パ
独
逸
ノ
『
ギ
ム
ナ
ヂ
ュ
l
ム
』、
『レ
ア
ル
シ
ュ
l
レ
l
』
仏
関
西
ノ
『リ
セ
イ
』『
ス
レ
ッ
ヂ
』
等
ノ
如
キ
ニ
比
較
致
シ
マ
シ
テ
、
年
限
ニ
於
テ
ハ
一
年
一矢
張
リ
日
本
ノ
方
ガ
長
イ
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
、
是
ハ
予
テ
皆
サ
ン
モ
御
存
ジ
ノ
通
リ
ニ
国
語
ノ
関
係
、
漢
学
ノ
関
係
等
ニ
於
テ
止
ヲ
得
ヌ
コ
ト
デ
ア
ル
、
ト
云
フ
コ
ト
デ
一
年
年
限
ハ
長
ガ
ウ
ゴ
ザ
イ
マ
ス
」
と
い
う
言
葉
に
よ
く
表
れ
て
い
る
。
大
正
期
は
明
治
期
と
異
っ
て
、
論
争
の
主
た
る
担
い
手
が
現
場
の
中
学
教
師
や
師
範
学
校
教
師
で
あ
っ
た
。
そ
れ
故
、
現
場
に
根
ざ
し
た
意
見
が
多
く
、
憂
国
的
心
情
の
み
の
意
見
は
殆
ど
現
れ
て
い
な
い
。
存
置
論
者
に
と
っ
て
は
内
側
か
ら
の
指
摘
と
し
て
黙
過
で
き
な
い
説
得
力
を
持
っ
て
い
た
と
言
え
よ
う
。
阿
保
談
一
二
長
崎
県
師
範
学
校
)
は
、
一
次
世
界
大
戦
の
ま
だ
終
結
を
見
な
い
う
ち
に
国
民
教
育
に
取
り
組
ん
で
い
る
イ
ギ
リ
ス
や
フ
ラ
ン
ス
、
ア
メ
リ
カ
に
対
し
、
遅
れ
を
取
ら
ぬ
よ
う
に
改
革
を
進
め
る
べ
き
だ
と
し
て
、
漢
字
の
節
減
や
漢
文
の
廃
止
を
唱
え
た
。
玉
井
幸
助
(
亙
星
口
同
一等
師
範
学
校
)
も
、
漢
文
の
持
つ
徳
性
の
価
値
を
一
認
め
る
も
の
の
、
国
訳
漢
文
や
解
説
書
で
十
分
だ
と
L
的
。
山
脇
万
士
口
(
三
重
県
立
第
二
中
)、
山
田
信
次
(京
都
府
立
第
二
中
)
な
ど
も
廃
止
論
に
立
っ
た
現
場
教
師
で
あ
っ
た
。
廃
止
論
の
周
囲
に
は
、
工
業
立
国
を
国
是
と
し
た
国
家
の
方
針
が
、
日
清
、
日
露
、
第
一
次
大
戦
を
経
て
自
信
を
深
め
、
更
な
る
箪
事
化
を
押
し
進
め
よ
う
と
し
、
漢
文
に
か
け
る
時
間
を
削
っ
て
理
数
系
の
科
目
に
回
す
べ
き
と
す
る
主
張
が
広
く
あ
り
、
そ
の
根
拠
に
は
、
西
欧
が
古
典
を
廃
し
近
代
語
を
重
ん
じ
て
か
ら
発
達
し
た
と
の
認
識
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
う
し
た
近
代
化
の
波
に
危
機
球
γ
乞
覚
え
、
大
正
七
年
九
月
に
結
成
さ
れ
た
の
が
斯
文
会
で
あ
る
。
斯
文
会
研
究
部
は
「
中
学
校
に
於
け
る
漢
文
科
に
就
い
て
」
に
お
い
て
、
廃
止
論
を
漢
文
科
廃
止
論
と
漢
文
原
形
廃
止
論
の
二
種
に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
に
反
駁
を
行
っ
た
。
ま
た
、
「英
国
教
育
に
於
け
る
{
幻
)
古
文
学
」
を
掲
載
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
英
国
が
第
一
次
大
戦
で
物
量
に
優
る
ド
イ
ツ
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
を
破
っ
た
の
は
古
典
教
育
に
基
づ
く
道
徳
の
力
に
よ
る
も
の
だ
と
し
、
廃
止
論
と
は
逆
の
理
論
的
根
拠
を
存
置
派
に
与
え
た
。
『
漢
文
と
中
等
整
円
』
(
斯
文
会
、
大
一
0
・
一二)
に
は
漢
文
存
置
の
意
見
と
し
て
高
等
塾
育
教
授
者
や
議
員
、
博
士
な
ど
が
名
を
連
ね
て
い
る
。
存
置
理
由
は
、
国
民
道
徳
、
国
体
思
想
、
東
洋
文
化
の
養
成
が
主
で
あ
っ
た
。
漢
文
を
巡
る
こ
の
頃
の
状
況
を
一
中
学
漢
文
科
教
師
は
「
現
今
中
等
教
育
界
に
於
け
る
漢
文
科
は
、
殆
ん
ど
四
面
楚
歌
の
姿
と
な
り
ぬ
0
・
:
殊
に
臨
時
教
育
会
議
に
於
い
て
一
万
を
浴
せ
ら
れ
、
更
に
有
志
中
学
校
長
会
議
に
於
い
て
第
二
の
刀
を
受
け
て
よ
り
、
癒
し
難
き
深
傷
と
な
り
ぬ
。」
と
表
現
し
て
い
る
。
政
治
レ
ベ
ル
で
の
対
策
と
し
て
は
、
大
正
八
年
十
月
、
会
長
小
松
原
英
太
郎
が
設
立
趣
旨
と
ほ
ぼ
同
趣
旨
の
漢
学
振
興
に
関
す
る
建
議
書
を
提
出
し
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
の
建
議
案
は
、
全
国
中
学
校
長
会
議
に
対
し
て
向
け
ら
れ
た
も
の
で
も
あ
り
、
漢
文
科
廃
止
の
方
向
が
定
ま
り
つ
つ
あ
る
全
国
中
学
校
長
会
を
視
野
に
入
れ
て
い
る
。
今
回
の
論
争
に
対
し
、
文
部
省
は
漢
文
科
存
続
の
意
思
を
ぐ
ら
つ
か
せ
な
か
っ
た
。
漢
文
科
廃
止
の
う
わ
さ
を
中
橋
文
相
が
否
定
し
た
り
、
南
文
部
次
官
が
「
文
部
当
局
と
し
て
は
漢
文
は
漢
文
と
し
て
存
続
せ
し
む
べ
き
相
当
の
理
由
を
認
め
て
居
る
の
で
あ
る
か
ら
、
今
日
の
処
之
を
廃
止
す
る
と
云
ふ
や
う
な
考
は
毛
頭
持
っ
て
居
ら
ぬ
。」
と
い
う
談
話
を
載
せ
た
り
し
て
、
漢
文
の
廃
止
を
繰
り
返
し
否
定
し
た
の
で
あ
る
。
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漢
文
界
の
抱
く
危
機
感
は
斯
文
会
だ
け
に
留
ま
ら
ず
、
大
正
十
年
一
月
に
、
松
平
康
園
、
牧
野
謙
次
郎
、
松
本
洪
ら
が
「
漢
学
振
興
会
」
を
作
り
、
さ
ら
に
、
大
正
十
、
十
一
、
十
二
年
の
三
回
に
わ
た
る
衆
議
院
へ
の
建
議
を
行
う
な
ど
、
対
策
を
積
極
的
に
実
行
に
移
し
た
。
そ
の
中
で
、
二
回
目
は
南
事
務
次
官
の
「
元
来
、
日
本
ノ
徳
育
道
徳
ト
云
フ
モ
ノ
ハ
、
根
底
ニ
於
テ
漢
学
ト
一
致
シ
テ
居
ル
点
ガ
少
ク
ナ
ク
ナ
カ
ツ
タ
」
「
今
日
此
漢
学
振
興
ニ
関
す
る
建
議
案
ニ
対
シ
テ
ハ
、
政
府
ハ
満
腹
ノ
賛
意
ヲ
表
シ
テ
居
ル
ヤ
ウ
ナ
次
第
デ
(お
)
ア
リ
マ
ス
」
と
い
う
答
弁
を
引
き
出
し
、
三
回
目
も
赤
司
政
暗
委
員
に
漢
文
存
続
を
確
認
さ
せ
た
の
は
、
存
置
派
に
と
っ
て
大
き
な
収
穫
で
あ
っ
た
。
議
決
は
、
三
回
と
も
満
場
一
致
で
可
決
し
た
。
こ
う
し
た
建
議
案
攻
勢
を
よ
そ
に
、
漢
文
の
指
導
方
法
に
問
題
が
あ
る
と
考
え
て
い
た
文
部
省
は
大
正
十
二
年
六
月
の
全
国
中
学
校
長
会
議
に
諮
問
し
た
結
果
、
漢
文
科
の
名
称
を
廃
し
て
国
語
科
に
併
せ
、
且
つ
第
一
学
年
と
第
二
学
年
に
お
い
て
は
書
き
下
し
の
も
の
を
与
え
、
第
三
学
年
か
ら
漢
文
を
課
す
べ
し
と
い
う
H
A革
を
得
た
。
背
景
に
は
、
全
国
中
学
校
長
協
会
が
広
島
県
に
委
託
し
た
「
広
島
県
各
中
学
校
長
提
出
案
」
が
あ
っ
た
こ
と
を
、
谷
口
琢
(お
)
男
が
指
摘
し
て
い
る
。
そ
の
中
に
、
「
漢
文
及
圏
諸
巴
の
名
称
を
「
国
訪
巴
に
改
称
す
る
こ
と
が
含
ま
れ
て
お
り
、
理
由
は
「
中
学
校
ノ
漢
文
ハ
近
キ
将
来
ニ
全
廃
ス
へ
キ
モ
ノ
ナ
リ
ト
意
見
ニ
一
致
」
を
見
た
た
め
だ
と
い
う
。
こ
の
改
称
案
は
五
年
後
の
昭
和
三
年
三
月
の
若
渓
会
「
中
等
教
育
改
善
案
批
判
」
に
引
き
継
が
れ
る
。
こ
の
答
申
案
に
対
し
て
も
、
漢
山
主
台
は
反
論
を
繰
り
返
さ
ざ
る
を
得
な
か
(お
)
っ
た
。
た
だ
、
注
目
す
べ
き
は
、
峰
問
鹿
水
(
東
京
商
科
大
学
)
「
大
東
文
化
協
会
の
事
業
と
漢
学
振
興
問
題
既
叡
」
に
お
い
て
礼
儀
、
倫
理
を
弁
え
な
い
学
生
の
退
廃
気
分
を
ど
う
救
う
の
か
と
い
う
風
紀
問
題
の
最
良
策
と
し
て
(8
)
 
漢
文
を
捉
え
て
い
る
こ
と
や
、
岡
田
秀
夫
「
中
学
校
課
程
改
正
案
」
の
、
地
理
と
歴
史
と
古
典
と
が
立
体
的
に
構
築
さ
れ
た
国
民
的
意
識
を
養
う
た
め
に
は
漢
文
が
不
可
欠
だ
と
す
る
、
後
の
国
民
科
を
恩
わ
せ
る
案
な
ど
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
漢
文
が
道
徳
の
泊
養
と
い
う
人
間
形
成
上
の
目
的
か
ら
、
思
想
善
導
の
道
具
に
位
置
付
け
ら
れ
、
ま
た
、
自
ら
も
位
置
付
け
て
き
た
こ
と
が
見
て
取
れ
る
の
で
あ
る
。
教
材
内
容
も
、
明
治
期
の
よ
う
な
開
明
的
な
も
の
は
滅
り
、
国
体
重
視
の
も
の
に
変
わ
っ
て
い
っ
た
。
大
正
末
期
に
な
る
と
、
漢
文
科
存
襲
撃
は
、
文
部
省
が
漢
文
の
在
杭
の
立
場
を
明
示
す
る
中
、
中
等
教
貰
短
縮
の
学
制
改
革
論
争
に
吸
収
さ
れ
て
い
き
、
や
が
て
、
昭
和
初
期
の
国
民
科
に
統
合
さ
れ
て
い
く
教
科
改
編
論
争
に
変
質
し
て
い
く
。
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五
結
|
|
近
代
学
校
教
育
に
お
け
る
「
漢
文
科
」
の
問
題
井
上
毅
と
上
田
万
年
が
近
代
に
繰
り
返
さ
れ
る
国
語
・
漢
文
論
争
に
理
論
的
支
柱
を
与
え
て
い
る
こ
と
は
、
善
悪
を
越
え
、
も
っ
と
正
当
に
認
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
後
に
繰
り
返
さ
れ
る
意
見
を
国
体
論
の
視
点
か
ら
見
て
み
る
と
、
井
上
、
上
回
の
考
え
を
意
図
的
に
せ
よ
非
意
図
的
に
せ
よ
踏
襲
す
る
も
の
が
極
め
て
多
い
こ
と
に
気
付
く
。
廃
止
論
な
ら
ば
上
田
の
国
体
弘
容
、
存
置
論
な
ら
ば
井
上
の
国
体
弘
一
哲
、
そ
れ
ぞ
れ
核
に
据
え
て
い
る
、
と
い
う
具
合
に
で
あ
る
。
日
露
戦
争
に
お
い
て
、
そ
の
勝
利
が
「
日
本
軍
の
精
神
的
要
素
の
低
酸
」
に
よ
る
も
の
と
の
軍
部
の
公
式
見
解
が
出
さ
れ
、
続
い
て
、
第
一
次
大
戦
に
お
い
て
「
国
民
の
政
治
的
思
想
的
団
結
力
と
国
家
の
経
済
力
と
が
、
戦
争
の
勝
敗
を
決
す
る
重
要
な
要
因
と
な
る
新
し
い
段
階
に
入
っ
た
」
(
同
前
掲
書
)
と
捉
え
ら
れ
た
こ
と
は
、
漢
文
の
持
つ
思
想
教
育
が
愛
国
心
や
武
士
道
精
神
の
養
成
に
有
効
だ
と
い
う
こ
と
の
承
認
を
意
味
し
た
。大
正
期
の
論
争
は
、
明
治
期
の
よ
う
な
悶
語
科
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
求
め
た
も
の
で
は
な
く
、
要
は
中
等
と
高
等
教
育
の
就
学
期
簡
を
一
年
間
減
ら
せ
る
か
ど
う
か
で
あ
っ
た
。
存
廃
双
方
と
も
、
人
間
作
り
の
最
終
日
擦
は
臨
戦
時
と
平
時
と
に
お
け
る
国
民
皆
兵
体
制
に
積
極
的
に
与
す
る
点
で
一
致
し
て
お
り
、
異
な
る
の
は
、
結
局
の
と
こ
ろ
、
漢
文
が
生
徒
に
と
っ
て
負
担
だ
と
す
る
認
識
の
程
度
に
あ
っ
た
。
負
担
と
捉
え
れ
ば
、
他
教
科
、
特
に
理
数
教
科
や
外
国
語
に
遅
れ
を
と
っ
て
い
る
か
ら
無
用
と
見
な
し
、
負
担
で
な
い
と
捉
え
れ
ば
、
漢
文
の
持
つ
思
想
教
育
的
影
響
力
を
強
調
す
れ
ば
良
か
っ
た
。
国
民
皆
兵
で
一
致
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
は
、
国
体
論
を
と
も
に
認
め
て
い
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
大
正
一
一
年
に
全
国
中
学
校
長
会
議
が
漢
文
科
の
名
称
を
廃
し
て
国
語
科
に
併
せ
る
と
い
う
答
申
を
出
す
と
、
論
争
は
明
治
期
と
同
一
テ
l
マ
に
も
拘
ら
ず
全
く
違
っ
た
様
相
を
見
せ
、
か
つ
て
の
死
活
を
か
け
た
論
争
は
起
き
ず
、
昭
和
二
、
三
年
の
存
廃
論
争
の
後
、
比
較
的
ス
ム
ー
ズ
に
国
民
科
に
統
合
さ
れ
て
い
く
の
も
、
国
体
論
に
与
ふ
9
る
人
間
作
り
と
い
う
最
終
目
標
で
は
合
致
し
て
い
た
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。
こ
の
合
致
は
、
取
り
も
直
さ
ず
、
井
上
と
上
回
の
合
致
で
あ
っ
た
。
時
代
の
要
請
に
常
に
煽
ら
れ
て
き
た
漢
文
は
、
単
に
一
教
科
目
だ
け
の
問
題
で
は
な
く
、
久
木
幸
男
が
「
依
然
と
し
て
実
態
不
明
の
、
『
民
衆
に
お
け
る
儒
教
道
徳
残
存
の
問
題
』
が
あ
(加
。」
と
述
べ
た
と
こ
ろ
の
日
本
の
民
衆
レ
ベ
ル
に
お
け
る
儒
教
の
受
容
の
問
題
と
、
思
想
葦
専
の
道
具
に
な
ぜ
陥
り
や
す
い
の
か
と
い
う
他
教
科
に
は
な
い
漢
文
独
自
(
特
に
日
本
漢
文
)
の
問
題
と
、
日
本
語
の
中
に
お
け
る
漢
文
の
関
わ
り
が
漢
字
、
漢
語
、
漢
文
的
知
識
に
留
ま
ら
ず
、
多
く
の
品
詞
や
文
体
、
語
感
に
深
く
融
合
し
て
い
る
と
い
う
問
題
の
、
三
つ
の
問
題
を
、
現
在
に
至
る
ま
で
未
解
決
の
ま
ま
残
し
て
い
る。
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E
E吉
田
忌
ωz
a
E
E
Eロ」
を
訳
出
し
た
も
の
で
、
「
迷
合
国
の
戦
勝
は
其
道
徳
的
理
想
が
独
逸
国
の
そ
れ
よ
り
も
高
尚
な
り
し
に
基
.つ
け
る
こ
と
是
な
り
。
」
と
い
、ヱ
立
場
で
古
典
整
問
を
推
奨
し
て
い
る。
(辺
)
波
辺
義
丸
「
決
事
業
の
革
新
を
叫
ぶ
」
(
『
裳
品
詮
第
一
、
一
一
一
八
号
、
大
八
・
二
一
五
)
(お
)一一一
月
一
七
日
付
け
東
京
朝
日
新
聞
(M
)
「
第
四
十
五
回
帝
国
議
会
衆
議
院
奈
良
ニ
美
術
学
校
建
設
ニ
関
ス
ル
建
議
案
外
二位
u
奮
民
会
議
録
(
速
記
)
第
二
回
」
(
『
帝
国
議
会
衆
議
院
委
員
会
議
録
お
』
所
収
、
臨
川
書
庖
、
昭
和
六
0
・
七
、
通
し
ベ
l
ジ
司'ゴロ
)
(
お
)
『
日
本
中
等
塾
育
改
革
史
研
究
序
説
」
第
一
法
規
、
昭
六
三
・
二、
己
主
(
お
)
{
子
野
哲
人
「
中
等
学
校
に
於
け
る
漢
文
教
授
に
就
い
て
」
(
『
斯
文
』
第
五
編
第
四
号
、
大
=
一
・
人
)
や
、
塩
ハ
令
官
出
「
現
代
教
育
と
渓
ヌ
」
(
『
斯
文
』
第
五
編
第
四
号
、
大
一
二
八
)
な
ど
。
(幻
)
峰
問
庇
水
(東
京
尚
科
大
学
)
「
大
東
文
化
度
耳
の
事
業
と
漢
学
振
興
問
題
」
(
『
教
育
時
菅
川』
第
一
、
三
七
五
号
、
大
一二
・
六
二
五
)
(お
)
岡
田
秀
夫
「
中
学
弦
諜
程
改
正
案
」
(
『
斯
孟
第
五
編
第
六
号
、
大
一
二
・
一
一
)
(
お
)
藤
原
彰
『軍
事
や
G
(
日
本
現
代
史
体
系
、
東
洋
経
済
新
報
社
、
昭
三
六
一
一
、
司
-
Q司
)
(鈎
)
久
木
幸
男
「
明
治
儒
教
と
教
育
(
続
)
」
(
『
横
浜
国
立
大
学
教
育
紀
南
と
第
二
十
九
集
、
平
一
-
一
O
、
司
お
)
(
早
稲
田
大
山
{
子
大
学
院
博
士
課
程
・
神
奈
川
工
華
高
校
)
- 52一
